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一般に茶の湯は16猷e末、千禾IH木によって大成されたと言われている。しかし茶の湯の研究にお

いては茶の湯はその後どのようにネ佳承・展開されたかは、かならずしも十分明らかにされているわけ

ではない。本論文は、茶の湯が近世"朔において、禾{H木以後どのように創造的に継承され、どのよう

な茶の湯の理念が形成されたかを、新出史料をも含めて実瓢帥に明らかにし、茶の湯の歴史の空白を

埋めようとするものである。本'倫文の薯者は近世前期、すなわち17世ホ汲び18世紀前半を、 16

90年頃を境にして近世官榔前半と後半とに二分し、第1章では茶の湯の歴史的背景について、茶家

としての千家の成立と千家流の茶会の様式の形成について述べ、第2章では主に茶会と道具を分析し

て茶の湯が大きく変化したことを実司勤に論証し、第3章では茶の湯の理念として特にさびにっいて

ぢ蛤"的な考察を行った。

本論文の学件尚な個直は、主として3代元伯宗旦、 4代江岑宗左の茶会記、道具帳や茶書、書状な

どに基づいて、宗旦、江岑の茶の湯の理念が6イ弌覚々斎、フイせ乢斎^されるとともに、銘によ

り茶会の趣向が表現されるようになり、茶会の機能が変化したことを、実証的に明らかにした点にあ

る。すなわち茶会やそこで使用される道具に俳語を多く用いた銘がつけられるようになり、茶会は季

節感、慶弔などの趣向を主客が共有する有意味的な世界の形成へと、茶会の機能が大きく変化したこ

とを論証した。学徐尚価値として特筆すべきことは、茶の湯を貫く理念の形成と継承を論じた第3章

において、宗旦の茶の湯の理念が、これまで一般に言われてきたような、豪華と粗相とを対立させ、

粗相のなかにも美を見出すというわびではなく、一畳半という極小の空間で掛け物も花入も必要とし

ない、最少"艮度の道具で構成された簡素な茶会にその理念の表れを見ることができるように、粗相に

徹した自然体の茶のあり方としてのさびであるという主張である。

利休以後の茶の湯の展開についての記述の空白は、上記のような茶会記や道具帳などの豊富な史料

とそれへの分析により埋められ、今後の茶の湯の研究の基礎になると評価される。

よって本論文は、博士(芸往洋)(同志社大学)の判立を授与するにふさわしいものであると認め
られる。

2012年1月16日
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上記審査委員3名は、 2012年1月16日午前10時より2時間にわたって、判立申請者に対

して口頭試問を行った。申請者は提出論文への質疑に対して、詳細で的確な応答を行うことによ

つて、本論文の学術的価値を実証するとともに、美学、芸術学、文化史等の関連諸領域への広く

深い学識を有することを示した。また外国語(英語、中国語)についても、すぐれた能力を有し

ていることを示した。以上のととから、本申請者の専門分野に関する学力ならびに語学力は十分
なものであると認められる。

2012年1月16日
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茶の湯が16世紀末に千利休によって大成されたとすることは、今日では茶道史の通念となっ

ている。しかし利休によって大成された茶の湯が、必ずしも今日そのまま実践されているわけで

はない。利休が築き上げた茶の湯の様式や理念を、その後継者である千家の歴代家元が、それぞ

れのH割弌の要請に応じた茶のあり方を模索し、新たに創意を加えることで今日の茶の湯が存在す

るといえよう。したがって、茶の湯研究においては、利休の道統を守りつつ、後継者たちがいか

にして茶の湯を創造発展させてきたのかを問うことが求められる。特に近世前期(本論文では1

7世紀初頭から18世紀中期までの約150年間を動オる)は、茶家としての千家が確立してよ

り家元制度成立へと至る、現代の茶の湯の社会的基盤がほぼ固まり、新しい茶の湯像が形成され

た時代である。そのように茶の湯が大きく変化した時代であったにもかかわらず、これまでにこ

の時代の千家に関しての研究は十分になされてこなかった。そのーつの理由として、千家内部史

料の不備という状況があげられる。しかし、近年表千家に伝わる茶会記や茶書など、歴代の茶の

矧象や理念がうかがえる史料の存在が明らかとなり、それによって従来の茶の湯の歴史の空白期

を埋めることが期待される。本論文ではこれらの新出史料を用い、利休が大成したとされる茶の

湯を、それぞれの時代に各歴代が継承する過程において、どのような「理念」をいだき、どのよ

うな茶の湯を実践したのかを明らかにしたい。

本論文は、序章、第一章から第三章、織倫より成る。各章は二節に分かれ、それぞれ近世前期

を二分する時期区分に対応する。すなわち、本論文が対象とする1600年頃より1750年頃

までの近世前期の約150年間を、 1690年頃を境として二分し、第一節で17世紀を中心と

した前半期を、第二節で18世紀を中心とした後半期を扱う。つまり、第一章第一節が分析する

時期は、テーマを変えながら第二章第一節、第三章第一節において分析する時期に一致するとい

う構成である。各章の内容を以下に述べよう。

序章では、本;兪文の課題とこの分野の先行研究、ここで用いる家元史料の概要を述べた。

第一章では、近世前期における千家が置かれた歴史的、社会的背景と、それに対応する茶の湯

の変化を考察した。第一節で取り上げる17世紀は、江戸幕府による幕藩体制が確立し、社会が

安定へと向かったH割弌である。こうした剛弌に、四代江岑宗左による紀州徳川家への仕官をはじ

めとして、宗旦の三人の息、子たちがそれぞれ茶を以て大名家に仕官することで三千家が成立し、

千家の経済的基盤が安定し、茶の湯を職業とする茶家としての千家が確立した。すなわち、桃山

時代の個人の才覚が重視された茶の湯から、利休の血脈を引く「家」の茶の湯という位置づけに

変わっていった。その中で千家は利休以来の伝承を積極的に茶書として記録し、膨大な情報を蓄

えることで、茶家としての充実をはかった。

第二節は、都市文化発展の中で、茶の湯が一般町人の趣味、教養にも取り入れられ、その支持

層が拡大した瑚弌である。こうした状況に対応するため、覚々斎、如心斎によって新たな道具が

生み出され、七事式という集団で行われる新たな稽古法が創作された。また家元のもとに茶の湯

教授を職業とする師匠層が誕生し、やがて家元を頂点とするピラミッド型の茶の湯相伝システム

が完成し、家元制度成立へとつながっていった。このH割弌は様々な芸能において家元制度が誕生

した剛弌であるが、茶の湯においては従来、如心斎の剛弌に成立したとされてきた。しかし、

代前の覚々斎の茶会記や道具帳を検証することで、まず茶の湯人口の増大を数的に裏付けること
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ができ、また伝授制度はすでに覚々斎段階でできあがっていたことが確認、できるので、覚々斎の

剛弌には家元制度の基盤となるものが確立していたことが明らかになった。

第二章では、近世前期の千家の茶の湯像について考察した。茶の湯像とは、道具組に表わされ

る茶会の様式や趣向、および道具の特性などによって形成されるもので、ここではその変遷を茶

会記や道具帳を用いて明らかにすることが目的である。第一節では、江岑宗左の茶会記を用い、

宗旦や一翁宗守、中村八兵衛といった千家一族の茶会と、それ以外の茶会、すなわち宗旦、江岑

の交流圏における茶会の使用道具の傾向を分析、比較することによって、千家での茶会の様式が

その周辺の茶会においても踏襲され、「千家流茶会様式」というべきものが形成されたことを述

べた。こうした様式を、同H割弌の大名茶の流れを引く茶会記と比較し、千家流の特性をより明確

に示した。すなわち、大名茶では「真」の格を持つ名物道具が重用されていたのに対し、千家流

の茶会では「当代」の禅僧の墨跡、竹花入や棗など道具の格にこだわらなし寸頃向が見られた。ま

た、千家歴代による書や竹花入、茶杓などが多用された。第一章で述べたように、茶家としての

「千家」の確立とともに「流儀」の意識が芽生え、そうした意識が千家歴代による道具の使用に

表れている状況を述べた。

第二節ではこうした「千家流茶会様式」が、覚々斎、如心斎の剛弌にも継承されていることを、

同じく茶会記の分析から明らかにした。しかしその一方で、覚々斎の道具脹に見られる多種多様

な俗語の「銘」を分析し、それらが当時流行していた俳諧に用いられた俳語に由来するものであ

ることを明らかにした。こうした俳語の銘によって、覚々斎は茶の湯に俳諧の要素を取り入れよ

うとした。それは、銘による言葉の付け合いによって茶会の趣向を表現するというもので、覚々

斎によって生み出された新たな茶の湯像であった。さらに「銘」を通して俳諧という文学的要素

が導入されることで、茶会は季節感や慶弔、諧誰といった趣向を主客が共有する場となり、茶会

の機能がこのH割弌に変化したことを明らかにした。

第三章では、千家歴代が流祖利休の理念をどのように角厭し、自身の理念として展開したのか、

すなわち茶の湯を貫く理念の形成と継承を、歴代自筆の書状や茶書を用いて考察した。第一節で

は、宗旦の書状および江岑の茶書に見られる二人の理念を検証した。まず宗旦が「わび」ではな

く「さび」を自身の理念の根本においたことを述べた。宗旦自身が作った茶室や1要掛を「粗キ助

という言葉で表現したように、その「さび」は飾らない素地のままの状態、古びて枯淡な趣を醸

し出すものであった。あるいは「物すくな」という言葉にあるような、床なしというような飾り

の空間すら排除した、一畳半という極小の空間で、掛け物も花入も必要としない最小限度の道具

で構成された簡素な茶会にその理念の表れを見ることができた。利休時代の「わび」が「豪華」

と「粗キ助とを対立させることによって、相対的に粗相なものの中にも美を見出すというもので

あったのに対し、宗旦の「さび」は粗相に徹し、対立物を持たない粗相なるものの中に美を見出

そうとしたものであった。江岑は、宗旦の「さび」の理念を継承しつつも、茶の湯に向かう姿勢

について言及し、所作や茶会の趣向などにおいて自然体の茶のあり方を「ろく」という言葉で表

現した。そうした境地を得るための手段として、江岑は「修練」を重んじ、修練によって「さび」

の境地、言い換えれば自然体に徹した境地を手に入れることを目指した。

第二節では、如心斎の理念について、彼の言動を忠、実に伝えるといわれる『不白筆記』を用い

て検証した。その中には、「常」への傾倒と「稽古」の重視という二つの観点がみられた。「常」

への傾倒は、名物道具にこだわらない宗旦の姿勢や、自然体のあり方を求めた江岑の理念を継承

し、禅の思想を加えてその理念をさらに徹底したものである。また「稽古」の重視によって「型」

を身に付け、「型」を身に付けることでふさわしい精神を獲得するというスタイルを提唱した。

こうした如心斎の理念の背景には「禅」の思想がある。その思、想は、如心斎が新たに制定した稽

古法である「七事式」にもみられる。七事式は茶の湯人口の増加に伴い、多人数が一度に参加で

きる新たな稽古法であるが、一方で稽古の形骸化を防ぐために、ーつーつの式に禅の境地を取り

入れることで理論的な裏付けをしたものであった。すなわち、大衆化する茶の湯に対応した新た



な方式でありながらも、草創期の茶の湯の精神を取り入れることで、遊芸化、大衆化する茶の湯

への警鐘を鳴らしたものである。草創期への回帰は、理念的な面での「禅」にとどまらず、「利
休」という流祖への回帰を志向することでももたらされた。利休像を祭った祖堂を建立し、「利
休遺偶」を千家に戻すことで、千家の茶の湯の精神的な支柱としたのである。

以上のように、近世育朔における千家の茶の湯について、歴史的背景、茶の謝象、さらに茶の

湯の理念といった三っの視点から論じた。その茶の測象は、剛弌的、社会的変遷に対応しっつ姿
を変えて継承され、その過程で多くの支持層を得た。その一方で、茶の湯の理念は、宗旦の「さ
び」を根底に据え、さらに全人格的なあり方まで含みこむものとして形成された理念が、その後

の千家の茶を貫く不変の根本理念として今日まで継承されているのである。(3803字)


